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１．はじめに  
 避難誘導標識は災害発生時に被災者を誘導するもので、誰がどこにいてもその標識を見  
ることによって迅速・的確に避難できる必要がある。ところが、現在、各地に設置されて  
いる避難誘導標識の多くは、発光しない、もしくは外部電源で発光するものが多く、夜間  
の災害により、電源が遮断された場合、避難誘導標識として  
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機能できない等の問題があった。さらに、EL を用いたシ  
ステムもあるが、EL の明るさ、寿命等に問題がある。  
そこで、LED を用いて避難誘導標識を試作し、さらに太  
陽電池とバッテリーによる独立電源を備え、夜間の地震  
に際しても独立した電源により、発光可能なシステムを  
設計・試作した。なお、この研究は産学公連携研究とし  
て、㈱トーコンから委託を受け行なった研究である。  
 
２．実験方法  
以下の手順で、評価、実験及び設計・試作を行なった。  
①  現状の EL パネルの評価  
②  誘導避難標識（LED パネル）の検討  
③  システムの検討  
④  避難誘導標識の設計・試作  

a) 点灯回路と LED を用いた基礎実験  
b) 点灯回路及び配線板等の設計・試作  
c) 試作した避難誘導標識の評価  

図１ システム全体  ⑤  システム全体の設計・試作  
鉛蓄電池、太陽電池、充放電回路、及び  
DC-AC インバータ回路の検討、評価。  
制御装置の設計・試作  

図 2 避難誘導標識パネルと広告パネル  
 
３．結果・考察  
設計・試作したものを図 2、評価結果を下記及び図 3 に示す。  
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（単位： cd/m2、斜線部に LED を配置）

＜電気的特性＞  
・避難誘導標識パネル LED 60 個 点灯回路 2 回路  
   100V 0.14A(peak 値 ) 0.08A(実効値 ) 7W 
・広告パネル    LED 76 個 点灯回路 3 回路  
  100V 0.22A(peak 値 ) 0.14A(実効値 ) 11W 
・合計 0.34A(peak 値 ) 0.22A(実効値 )   18W 

 図 3 避難誘導標識パネルの光学的評価 
４．まとめ  
本研究では、まず EL パネルの評価を行ない、問題点を把握し、ＬＥＤパネルの仕様を検
討した。その後、ＬＥＤパネルの第一次試作・評価を行なった。ＬＥＤパネルは「交流用

LED 点灯回路」（特許 3122870）を用いて試作を行ない、評価した。その結果、当初予定し
ていた上下方向からの照射で無く、上側からの照射で目的とする明るさを達成することが

確認でき、試作・評価を行なった。今後は更に消費電力を減らす工夫が必要と考えられ、

フィールドテストの結果から再度システムを見直す必要があると思われる。  
 

*1)エレクトロニクスグループ*2)製品化支援室*3)株式会社 トーコン  




